














































日 本 の ア ー カ イ ブ ズ 論 ヘ の 一
助ともしたい。
広島綜合大学設立運動とカlブ創設
新 制 広 島 大 学 設
お
にあたっては、
一 九 四 七 ( 昭 和 一 一 一 一 ) 年
一 一 一 月 に 国 立 広 島 綜 入山口 大 学 設 立 推 進 本 部 ( 本 部 長 は 楠 瀬 常 猪広 島 県 知 事 ) が 県 庁 内 に 設 置 さ れ 、
一 九 四 人 年 一 月 に は 広 島
綜 合 大 学 設 立 期 成 同 盟 会 ( 会 長 は 小 谷
伝 一
広 島 県 議 会 議 長u
も結成された。こうして、















四 億 五 三 六 九 万 七 千 円、
このうち県有土地建物等の現物寄付























あ た り 二 九 O 円、
比婆郡は三五円として負担額が算定された。







結局これは 県 民 わ
れわれに於て寄付するの外はないのであり
ます。
し か も 本 県
特 に 広 島、
呉、
福山の三市は戦災によ
り 破 壊 さ れ、
農村亦不




いかな る 困 難 を も 克 服 し て こ の 際 是 非 平 和 文 化 の





こ れ ら の 募 金 の
ほ か、
プ ロ野球公式 試 合





















大 学 設 立
資金募集一件」
(誇求記号ω白む0・52)のなかに収
め ら れ て い る も の で あ
り、
同資料にはこの試合に関して以下
の 史 料 も 収 録 さ れ て い る 。広 島 綜 合 大 学 設 立 資 金 募 集
日本野球公式試 合広 島 県
広 島 綜 合 大 学 設 置 期 成 同 盟 会





阪 神 ( タ イ ガ l ス )
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七。選手 三 二 左阪
O 送 等 等
円










場者が 千 人 単 位 で あ る こ と、
宿泊料 が




















収支計 算 も 異 な っ た の で は な い か と
推測される。
広島大学設立募金にも二O















































広 島 復 興 裏 面 史
二 五
広 島 大 学 」 と し て 次 の 記 事 が
掲載されている。
大学側の八億円という建設費は四億五千万円におさ
え ら れ 、
県 民 募 金 も 寄 せ ら れ た 。
実 は 、
こ の 大 学 建 設 基
金 集 め の プ ロ野球が、
郷 土 球 団 カ l プ を 生 む き っ か け に
な っ た 。
二十三年夏、
広島総合グランドで聞かれた基金







さ い 事 件 は 、
広島市民の心を暗くしていた。
広 島 は も と
も と野球王国。
市民は健全な娯楽
に 飢 え て い た の だ 。
/ 
こ の 満 員 試 合 の 直 後 、
伊藤信之広電専務(現社長)河




















広 島 大 学 は 、
その建設募金集めのおまけで、












基 金 募 集 の た め 、
県営総合球場で行われた南海|急映戦の直
後 。 」 と あ る 。
こ の 記 事 の 言 う 二 年 前 は 一
九四
八年であるが、
前 述 し た よ う に 、
広島大学設立基金募集のために広島市総合





急 映 戦 は 、



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































変 遷 し た が 、 本 稿 で は
「 広
島 カ l プ
」と表記する。
な お 、 広 島 カ ー




広 島 東 洋 カ l
プ と 名 称 変 更 さ れ た 。




















































ず れ が ふ さ わ し
い か と い う 議
論 が な さ れ て き た が 、
本 稿 で


























「 ア ー カ
イブ」






































名 称 に 『 ア ー カ
イ ブ 」 を 用 い る 場 合 は 、
説明を付与するなどの
配 慮 が 必 要 で あ
るよとめ手引を示している(
独 立 行 政 法 人 国 立 国 語 研 究 所 ウ エ














連 想 さ せ る
「史料」を用
い る こ と に
は反











九 三 年 、
富永一也
「われわれのアlカイ
ヴ ズ 」 「 京 都











集 委 員 会 編 『
広島大学二十五年史
通 史 』








広 島 大 学 文 書 館 所 蔵 。
(8
) 前 掲 『
広 島 大 学 二 十 五 年 史
通史』所収。
(9








六 三 ) 、































三 万 五 千 人 は 正 確 な
人数かどうか信用しがたいところがある。
この
数 字 に は 、
客席には入れなかったが試合観戦に訪れた人を




べ て が 有 料 入 場 者 で あ っ た と は 考 え が た い 。
(U
)





























































栄 光 の 広 島





光 の 広 島









































) 例 え ば 、
金沢大学設立に
あ た っ て も 、























































年 記 念 事 業 会 編
『追懐
広 島 高 等 師
範学校




































戦 後 の 広 島 大 学 に つ い て も 必 要 で あ































「 市 民 球
団」
ではな い (
「 復 興 の
象徴












s ・ト』己 \ E 8 u 包 含 ヨ ミ一宮 口 8 ・ E B - ) 。
ただし、














限 定 し て い る 。
( 幻
)
カ l プ 設 立 に
あ た っ て













広 島 カ l プ に





事 務 分 掌
で
はなく、










市 民 に 公 開 す る 責
任 が あ る 。 球 団 は 地 域 の
「 公














市 民 球 団 」
の
呼 称 は 自 ら 返 上 す べ き で あ ろ う 。
( お )




広 島 カ l プ
について調査でき
るのは、
カ l プ が 日 本 唯 一 の
「市民球団」
であるためである。












































ス で き る は ず で あ る 。
しかし、
現状のカl
ド 目 録 で こ れ ら の
ポ
スターに到達するの





原 則 か ら い う と 、










ピューター を 使 っ た デ ー タ ベ ー ス






作 成 を 進 め る 必 要 が あ
り ま す o 」
と指摘している













文 学 研 究 資 料 館 史





二 O O 三 年 、
は普及活動の観点からレファレ
ンス業務の重要性







『 史 料 館 研 究 紀 要 』 二 七 二九九六
年、
全国歴史資 料 保 存 利 用 機
関 連 絡 協 議 会 編
『日本のアーカイ
ブ ズ 論
』 岩 田 書 院 、 二 O O 三 年 、
に 再 録 。






( お ) 宮 本 正 夫 『
宮本正夫議員生活四十人
年 を 回 顧 し て
』一九九四
! 年。






『 平 成 一 六 年 度 公 文 書 館























的 な 内 容 の
あ る 『 私 文 書 』 は
、公
文 書 や そ の 関 連 機














か な く な っ て し ま う だ ろ う 。












『 私 」 と に 分 け る 方 法 は 便 宜 的 で あ る が
、実
際
は中身で『公』文書なのか
、そ
れとも本当に個人に関する記録
である
『私』文書なのか、(実際には不可
能であろうが)それ
を判断する必要が文書館現場では出てきている。
そして、その
中身を明確に認識する能力が文書館専門職(アlキピスト)には求めら
れている
のではなかろうかo」と指摘している(新井
浩文
「どこへ行く古文書|古文書史料の保存・公開をめぐる現
状と課題」「三郷市史研究「葦のみち」
』二ハ、 OO四年)
。
(初出)
研究会と懇談会の性格の相違については、菅真城「国立公文
書館『公文書館実務担当
者研究会議』に参加して」『広島大学
史紀要』
六、二OO四年、参照。
(お)
『アーカイブズ』一一O、独立行政法人国立公文書館
、二
OO五
年 。
(鈎)北川健「文書館運動 と 史料保存運動のインターフェイス」『地
方史研究』四O|六二九九O年、前掲『日本のアーカイブズ論』に再録。
